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現
在
、
公
文
書
館
特
別

展
示
室
に
お
い
て
、
東
成

瀬
村
教
育
委
員
会
と
の
連

携
展
「
東
成
瀬
村
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ･

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と

は
、
社
会
全
体
の
集
合
的

記
憶
と
な
る
個
人
ま
た
は

組
織
が
作
成
し
た
り
受
け

取
っ
た
文
書
等
を
意
味
し

ま
す
。
記
憶
の
保
管
庫
で

あ
る
県
公
文
書
館
と
歴
史

資
料
の
調
査
・
保
存
に
力

を
入
れ
る
東
成
瀬
村
が
、

公
文
書
や
古
文
書
等
を
持

ち
寄
り
、
村
の
独
自
性
や

魅
力
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な

く
展
示
し
て
い
ま
す
。

９
月

日
（
木
）
か
ら

26

始
ま
っ
た
後
期
展
で
は
、

絵
図
・
古
文
書
・
公
文
書

の
ほ
か
、
村
出
身
の
漫
画

家
・
高
橋
よ
し
ひ
ろ
氏
所

蔵
の
資
料
も
列
品
し
て
い

ま
す
。
展
示
は

月
４
日

11

（
月
）
ま
で
。
皆
さ
ま
、

ど
う
ぞ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

企
画
展

◆
東
成
瀬
村
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(

後
期
展)

９
月

日
～

月
４
日

26

11

◆
公
文
書
館
講
座

古
文
書
解
読
講
座

●
今
年
度
の
講
座
は
終
了
し
ま
し
た
。

多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

月

日
・

月

日
・

月

日

10

10

11

14

12

12

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

◆
平

日

９
時
～

時
19

土
日
祝
日

９
時
～

時
18

（

）

書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は

時
ま
で

17

休
館
日
（
令
和
６
年
度
）

◆
毎
週
水
曜
日(

祝
日
の
場
合
は
木
曜
日)

年
末
年
始

月

日
～
１
月
３
日

12

28

特
別
整
理
期
間

１
月

日
～
１
月

日

16

28

休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

ま
た
は
当
館
内
の
掲
示
等
で
御
確
認
く
だ

さ
い
。

利
用
案
内

利
用
案
内

今
年
度
の
行
事
予
定

今
年
度
の
行
事
予
定



全
６
回
の
講
座
を
延
べ
１
５
８
名
の
方

々
が
受
講
さ
れ
、
初
級
編
は
延
べ
８
６
名
、

中
・
上
級
編
は
７
２
名
の
内
訳
で
し
た
。

初
級
編
１
・
２
回
「
は
じ
め
て
の
く
ず
し

字
」
と
題
し
、
初
心
者
で
も
読
み
や
す
い

「
岡
本
元
朝
日
記
」
を
教
材
に
頻
出
文
字

の
く
ず
し
、
返
り
点
を
打
っ
て
読
む
文
字

な
ど
基
本
的
な
事
項
を
、
大
画
面
に
映
し

出
し
て
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
説
明
し
ま
し

た
。
初
級
編
３
回
目
は
、
中
・
上
級
編
へ

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

「
甲
陽
軍
鑑
」
を

、

教
材
に
、
平
仮
名
の
異
体
字
の
変
体
仮
名

に
挑
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
中
・
上
級
編
は

「
御
亀
鑑

「
梅
津
政
景
日
記

「
秋
藩
建

」

」酒酔
(九兵衛)

御
台
所
役
木
村
喜
兵
衛
下
人
鹿
蔵

鳶
沢
町
か
ら
新
材
木
町
へ
向
か
う

途
中
、堺
町
で
騒
動
に
巻
き
込
ま

れ
、脇
差
を
抜
き
取
ら
れ
る

（白)銀町の太右衛門

口論
太
右
衛
門
の
落
と
し
た

（
鼻
）
紙
袋
（
紙
入
）
を
酔
っ

た
ふ
り
で
懐
に
入
れ
る

酒酔ニハ無之
盗人ニ候

鹿蔵が町奉行所
に連行される

鹿蔵に切られ候

第１回講座(初級編)の説明資料より

白
類
抄
」
な
ど
秋
田
藩
政
の
重
要
史
料
を
、

歴
史
的
背
景
の
説
明
を
交
え
て
読
み
進
め

ま
し
た
。

今
回
の
受
講
者
の
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
一
部
紹
介
し
て
み
ま
す
。
初
級
編
で

は

「
く
ず
し
字
を
漢
字
の
構
造
か
ら
解

、
読

「
ま
ず
読
め
そ
う
な
文
字
か
ら
解

」
読

「
変
体
仮
名
に
慣
れ
て
ス
テ
ッ
プ
ア

」
ッ
プ
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
中
・

上
級
編
で
は

「
丁
寧
な
内
容
説
明
で
解

、

読
の
喜
び
を
実
感

「
時
代
背
景
や
歴
史

」

的
・
学
問
的
価
値
を
理
解

「
新
た
な
学

」

び
の
機
会
に
感
謝
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。
講
座
が
生
涯
学
習
の
一
助
と
な
り
、

多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
、

公
文
書
館
と
社
会
と
の
キ
ズ
ナ
の
強
ま
り

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

第２回講座（初級編）の会場風景

「
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室
」
は
、
令

も

び
と

和
４
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
３
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
あ
る
程
度
く
ず
し
字
を

読
め
る
方
を
対
象
に
、
当
館
所
蔵
の
未
整

理
資
料
の
整
理
と
目
録
作
成
の
体
験
的
な

講
座
で
あ
り
、
新
た
な
利
用
者
の
掘
り
起

こ
し
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す

「
く

。

ず
し
字
を
読
む
」
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し

も
江
戸
時
代
の
資
料
で
は
な
く
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
資
料
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
か
ら
の
声
で
は

「
初
見
の
判
読

、

は
難
儀
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
古
文
書
を

残
し
伝
え
て
き
た
人
の
意
図
が
見
え
て
き

て
趣
深
い
」
と
い
う
感
想
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

５
月
か
ら

月
に
か
け
て
全
８
回
の
実

12

施
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
５
名

の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
当
館
職
員

の
指
導
の
下
、
古
文
書
を
取
り
扱
う
と
き

の
注
意
を
確
認
し
読
み
解
き

「
資
料
名

、

・
作
成
者
・
受
取
人
」
な
ど
の
目
録
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

過
去
２
年
間
参
加
し
て
き
た
方
々
は
、

「
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

資
料
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

の
目
的
は
、
古
文
書
整
理
の
ス
キ
ル
を
さ

ら
に
磨
き
、
地
域
に
還
元
し
て
も
ら
う
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
記
憶
の
護

り
人
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
に
眠
っ
て
い
る
資
料
を
整
理
・
保
存

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
渡
部

拓
】

公文書館だより第47号 2

記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

も

び
と

【整理前の古文書】

】【今年度の記憶の護り人養成教室の様子

古
文
書
解
読
講
座



太
平
洋
戦
争
中
の
秋
田
県
の
行
政
を
調
べ
る
の
は
困

難
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
昭
和

年
と

年
（
１
９

18

19

４
３

１
９
４
４

の
知
事
交
替
時
に
作
成
さ
れ
た

事

、

）

「

務
引
継
書

（
９
３
０
１
０
３

５
１
０
４
１
、
５
１
０

」

-

３
８
）
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
県
に
お
け
る
総

力
戦
体
制
の
実
態
が
、
県
庁
各
課
の
引
継
書
類
に
具
体

的
か
つ
生
々
し
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和

年
８
月
１
日
に
長
船
克
美
前
知
事
か
ら
久
安

19

博
忠
知
事
へ
手
渡
さ
れ
た
「
事
務
引
継
書
」
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
内
政
部
教
学
課
の
引
継
書
類
と
し
て
、
８

月
１
日
時
点
の
「
学
徒
勤
労
動
員
調
」
が
あ
り
ま
す
。

文
部
省
は
２
月
に
食
糧
増
産
の
た
め
に
学
徒
５
０
０
万

人
動
員
計
画
を
通
牒
し
、
５
月
に
学
校
工
場
化
実
施
要

綱
を
発
表
し
、
６
月
に
は
中
学
生
以
上
の
学
徒
勤
労
動

員
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
召
集
や
動
員

で
不
足
し
た
労
働
力
を
学
生
で
補
う
目
的
で
し
た
。

「

」

、

、

学
徒
勤
労
動
員
調

は

県
外
・
県
内
の
動
員
先

動
員
対
象
の
学
校
と
学
年
学
科
及
び
人
数
、
作
業
内
容

を
３
頁
に
わ
た
り
統
計
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
写
真
は

１
頁
目
の
記
載
で
、
秋
田
・
大
館
・
横
手
・
本
荘
・
能

代
・
角
館
中
学
校
（
現
：
秋
田
・
大
館
鳳
鳴
・
横
手
・

本
荘
・
能
代
・
角
館
高
校

秋
田
・
能
代
工
業
学
校

現

）、

（

：
秋
田
工
業
高
校
・
能
代
科
学
技
術
高
校

、
横
手
町
立

）

工
業
学
校
（
現
：
横
手
清
陵
学
院
高
校

、
秋
田
市
商
業

）

学
校

現
：
秋
田
商
業
高
校

能
代
商
業
専
修
学
校

現

（

）、

（

：
能
代
松
陽
高
校

大
曲
・
金
足
・
西
目
農
業
学
校

現

）、

（

：
大
曲
・
金
足
農
業
高
校
、
西
目
高
校

、
鷹
巣
農
林
学

）

校
（
現
・
秋
田
北
鷹
高
校
）
の
生
徒
が
動
員
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

技
能
を
生
か
し
て
、
工
業
学
校
の
生
徒
は
飛
行
機
製

作
所
や
機
械
製
作
所
、
鉱
山
（
建
築
、
採
鉱
、
冶
金
）

の
労
働
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
学
校
の
生
徒
は
、

津
軽
海
峡
を
越
え
て
、
北
海
道
の
緊
急
食
糧
増
産
に
動

員
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
外
動
員
１
７
０
５
人
の
内
１
３
０
０
人
は
、
飛
行

機
部
品
製
作
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
群
馬
県
の
中
島
飛

行
機
株
式
会
社
の
太
田
・
小
泉
製
作
所
で
は
、
中
学
校

や
商
業
学
校
の
生
徒
も
多
数
働
か
さ
れ
ま
し
た
。
熟
練

工
が
召
集
さ
れ
、
成
人
男
子
で
も
素
人
の
徴
用
工
が
大

部
分
を
占
め
て
い
た
頃
で
す
。
６
月
に
マ
リ
ア
ナ
沖
海

戦
で
海
軍
の
空
母
と
航
空
機

が
大
半
壊
滅
し
、
７
月
に
陥

落
し
た
サ
イ
パ
ン
島
か
ら
Ｂ
29

爆
撃
機
が
本
土
に
飛
来
す
る

よ
う
に
な
り
、
航
空
戦
力
の

増
強
は
至
上
命
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
鉱
山
に
も
中
学
校

や
商
業
学
校
の
生
徒
が
動
員

さ
れ
て
い
ま
す
。
工
業
学
校

が
２
・
３
年
生
（
現
：
中
学

２
・
３
年
）
で
あ
る
の
に
対

し
、
中
学
校
や
商
業
学
校
は

５
年
生
（
現
：
高
校
２
年
）

で
、
力
仕
事
の
鉱
石
運
搬
に

動
員
さ
れ
ま
し
た
。
花
岡
鉱

山
と
小
坂
鉱
山
で
は
、
砲
弾
や
銃
弾
の
薬
莢
を
作
る
材

料
と
し
て
、
銅
鉱
石
を
掘
っ
て
銅
に
精
錬
し
て
い
ま
し

た
。
銅
増
産
の
中
、
鉱
石
運
搬
は
体
力
の
要
る
危
な
い

仕
事
で
し
た
。

さ
ら
に
２
～
３
頁
目
を
見
る
と
、
秋
田
市
立
中
学
校

と
秋
田
市
立
高
等
女
学
校
（
現
：
秋
田
中
央
高
校
）
の

生
徒
が
東
部
第
五
八
部
隊
土
崎
農
場
、
す
な
わ
ち
軍
隊

用
食
糧
増
産
の
開
墾
作
業
に
動
員
さ
れ
て
い
ま
す
。
能

代
高
等
女
学
校
（
現
：
能
代
松
陽
高
校
）
の
生
徒
は
、

営
林
署
の
苗
代
替
や
選
苗
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
工
業
学
校
生
徒
は
造
船
や
機
械
製
作
修
理
（
鉄

道
）
な
ど
、
中
学
校
生
徒
は
石
油
タ
ン
ク
建
設
の
材
料

、

（

）、

（

）

運
搬

砂
利
採
集

鉄
道

土
工
・
石
炭
陸
揚

港
湾

な
ど
に
動
員
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
柴
田

知
彰
】

公文書館だより第47号 3

学
徒
勤

動
員
に
関
す
る
記
録

労

～
昭
和

年
の
知
事
「
事
務
引
継
書
」
か
ら
～
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資
料
紹
介



三
年
前
に
安
東
氏
、
去
年
は
小
野
寺
氏
と
、
秋
田
の

戦
国
大
名
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ

に
引
き
続
き
、
戦
国
大
名
と
し
て
角
館
を
支
配
し
た
戸

沢
氏
に
迫
り
ま
す
。

戸
沢
氏
は
関
ヶ
原
後
の
転
封
で
慶
長
七
年
（
一
六
〇

二
）
に
茨
城
の
松
岡
（
四
万
石
）
に
移
り
ま
し
た
が
、

（

）

そ
の
後
最
上
氏
改
易
を
受
け
て
元
和
八
年

一
六
二
二

に
山
形
の
真
室

六
万
石

へ
入
部
し

寛
永
元
年

一

（

）

、

（

六
二
四
）
に
新
庄
に
城
を
築
い
て
移
り
、
明
治
維
新
ま

で
近
世
大
名
と
し
て
存
続
し
ま
し
た
。

新
庄
城
は
、
堀
に
囲
ま
れ
た
堅
牢
な
平
城
で
す
が
、

現
存
す
る
建
物
は
な
く
今
は
神
社
が
あ
る
の
み
で
す
。

城
の
近
く
に

「
新
庄
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
」
と
い

、

う
施
設
が
あ
り
、
新
庄
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
戸
沢
氏
に
関
す
る
史
料
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵

し
て
い
ま
す
が
、
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
部

分
的
に
秋
田
県
史
や
秋
田
市
史
・
横
手
市
史
の
中
世
資

料
編
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ぐ
ら
い
で
す
。

戸
沢
氏
の
祖
は
、
平
貞
盛
の
子
孫
が
岩
手
の
戸
沢
村、

に
土
着
し
て
戸
沢
氏
を
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

詳
細
は
不
明
で
す
。
戦
国
末
期
に
鬼
九
郎
と
い
わ
れ
た

猛
将
の
盛
安
が
で
て
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
参
陣
で
所

領
を
安
堵
さ
れ
、
盛
安
が
急
死
し
た
後
に
そ
の
弟
・
光

盛
が
継
い
で
名
護
屋
に
参
陣
し
た
が
や
は
り
急
死
し
、

そ
の
後
は
盛
安
の
子
の
政
盛
が
継
い
で
関
ヶ
原
を
迎
え

ま
す
。

ち
な
み
に
『
国
史
大
辞
典
』
の
「
戸
沢
氏
」
の
項
で

、「

。

、

は

桓
武
平
氏
支
流

平
貞
盛
の
後
裔
飛
騨
守
衡
盛
は

は
じ
め
大
和
国
吉
野
に
住
ん
だ
が
、
そ
の
子
兼
盛
が
陸

奥
国
岩
手
郡
滴
石
荘

戸
沢
村
に
移
り
戸
沢

氏
を
称
し
た
。
そ
の

、

、

後

南
部
氏
と
戦
い

敗
れ
て
北
秋
田
に
逃

れ
、
出
羽
国
角
館
に

移
る

・
・
・

新
庄

。

（

藩
）
初
代
藩
主
政
盛

は
新
庄
城
を
中
心
に

城
下
町
の
整
備
を
す

す
め

・
・
・
羽
州

、

街
道
沿
い
奥
州
街
道

の
裏
街
道
の
要
衝
を

抑
え
る
江
戸
幕
府
の

戦
国
交
通
対
策
の
一

端
を
果
た
し
て
い

る
。
戸
沢
氏
は
十
一

代
約
二
百
五
十
年
に

わ
た
り
在
封
し
、
外

様
大
名
で
あ
っ
た
が

譜
代
の
格
式
を
与
え

ら
れ
た

」
と
書
か

。

れ
て
い
ま
す
。

写
真
の
史
料
は
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
奥
羽
仕
置
で
光
盛
に
担
当

者
か
ら
検
地
の
際
の
注
意
事
項
が
指
示
さ
れ
た
時
の
も

の
で
す
。
厳
し
い
検
地
が
実
際
に
行
わ
れ
一
揆
も
発
生

し
ま
し
た
。

『

』

、

こ
の
史
料
は

秋
田
県
史

古
代
中
世
資
料
編
に
も

八
九
五
号
「
出
羽
国
検
地
代
官
衆
、
戸
沢
光
盛
ニ
仕
置

ニ
参
向
ス
ベ
キ
由
ヲ
通
報
ス
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

次
の
政
盛
は
、
最
上
義
光
と
連
携
し
て
関
東
方
に
つ

い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
記
録
か
ら
推

定
す
る
と
、
実
際
の
行
動
は
最
上
方
の
秋
田
実
季
の
軍

勢
を
遮
断
し
た
り
、
上
杉
方
の
小
野
寺
氏
へ
つ
く
気
配

、

。

を
見
せ
た
り

不
明
朗
な
態
度
に
終
始
し
て
い
ま
し
た

し
か
し
、
戦
後
は
関
東
方
で
あ
っ
た
と
い
う
政
盛
の
主

。

、

張
が
通
り
角
館
四
万
石
が
安
堵
さ
れ
ま
す

そ
の
後
は

前
述
の
通
り
茨
城
を
経
て
新
庄
へ
移
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

時
代
は
下
っ
て
、
戊
辰
戦
争
で
は
秋
田
藩
と
同
調
し

て
官
軍
と
し
て
庄
内
藩
や
仙
台
藩
と
戦
い
、
城
下
が
焼

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
角
館
を
ル
ー
ツ
と
す
る
戸
沢
氏

の
秋
田
へ
の
思
い
か
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治

に
な
っ
て
戸
沢
氏
は
そ
の
功
で
子
爵
に
任
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
角
館
と
の
共
通
点
と
し
て
、
角
館
の
祭
り
を
彷

彿
と
さ
せ
る
絢
爛
な
山
車
が
特
徴
の
「
新
庄
祭
り
」
が

八
月
に
開
か
れ
て
お
り
、
山
形
新
幹
線
の
終
着
駅
で
あ

る
新
庄
駅
の
構
内
に
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
日
本
の
名
族
Ⅰ

（
新
人
物
往
来
社
）
に
は
戸
沢
氏

』

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
加
藤
民
夫
氏
が
詳
し
く
纏
め
て
お

り
参
考
に
な
り
ま
す
。
新
庄
の
史
料
も
多
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
軍
記
物
の
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
か
ら
の
描

写
も
多
く
、
最
新
の
史
料
に
基
づ
く
科
学
的
な
解
明
が

。

【

】

待
た
れ
ま
す

佐
藤

隆
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令
和
７
年
１
月

日(

金)

、
令
和
６

17

年
度
市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存

利
用
推
進
会
議
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

当
該
会
議
は
、
県
内
各
市
町
村
の
公

文
書
及
び
歴
史
資
料
の
管
理
等
の
各
担

当
者
を
対
象
に
、
各
市
町
村
で
作
成
さ

れ
た
公
文
書
や
、
地
域
の
歴
史
的
記
録

で
あ
る
古
文
書
を
地
域
住
民
共
有
の
知

的
財
産
と
し
て
、
そ
れ
ら
歴
史
資
料
等

の
散
逸
、
消
滅
を
防
止
し
、
適
正
適
切

に
保
存
管
理
し
、
利
用
に
供
す
る
公
文

書
館
機
能
の
普
及
推
進
を
目
的
と
し
、

原
則
、
毎
年
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
東
京
大
学
文
書
館
准
教

授
・
森
本
祥
子
氏
に
よ
る
基
調
講
演

「
そ
の
土
地
の
記
憶
を
つ
な
い
で
い
く

こ
と
：
組
織
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
収
集
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
の
連
携

、
東
成
瀬
村
ふ
る

」

さ
と
館
長
・
櫻
田
隆
氏
に
よ
る
「
東
成

瀬
村
事
例
報
告
：
辺
境
の
村
に
眠
る
古

文
書
を
整
理
・
保
存
す
る
」
の
ほ
か
、

わ
た
し
た
ち
の
記
録
保
存
の
理
想
型
を

「

と
題
し
て
、
当
館
の
具
体
的

求
め
て
」

な
業
務
内
容
の
紹
介
、
災
害
時
の
公
文

書
や
民
間
文
書
の
保
存
方
法

『
公
文
書

、

館
機
能
普
及
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
の
読
み

方
、
保
存
文
書
や
絵
図
等
の
保
存
管
理

の
現
状
を
、
第
一
書
庫
・
第
二
書
庫
・

貴
重
文
書
書
庫
内
に
お
い
て
現
認
し
て

い
た
だ
き
、
保
存
管
理
に
関
す
る
助
言

並
び
に
実
践
指
導
を
行
う
「
実
務
講

習
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
赤
塚

由
次
】

秋
田
県
で
は
、
昭
和

～

年
代
、

30

50

県
の
事
業
の
紹
介
、
県
内
各
地
域
の
生

活
や
文
化
、
産
業
、
災
害
な
ど
様
々
な

話
題
を
「
県
政
だ
よ
り
」
や
「
県
政
ニ

ュ
ー
ス
」
と
し
て
制
作
し
、
映
画
館
等

で
上
映
し
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
、
当

館
で
は
そ
れ
ら
映
像
、
約
３
０
０
本
を

管
理
保
管
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
大

き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
毎
年
、
２
日
間
に
わ
た
り
、

「
県
政
映
画
上
映
会
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、
８
月

日
と

日
の
２

29

30

日
間
、
午
前
・
午
後
の
各
１
回
、
計
４、

回
、
当
館
３
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

制
作
初
期
の
頃
の
昭
和

年
か
ら
昭
和

31

年
の
県
政
ニ
ュ
ー
ス
映
像
５
本
（
各

35約

分
・
計
約

分

、
八
幡
平
の
国
立

）

10

50

公
園
指
定
（
昭
和

年

、
メ
ル
ボ
ル
ン

）

31

五
輪
で
体
操
競
技
優
勝
の
小
野
選
手
の

凱
旋
帰
秋
（
同

年

、
八
郎
潟
の
干
拓

）

32

工
事
（
同

年

、
金
浦
漁
港
で
の
ハ
タ

）

33

ハ
タ
大
漁
の
様
子
（
同

年

、
大
仙
市

）

34

の
岳
見
橋
建
設
工
事
（
同

年
）
等
を

35

上
映
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
合
計
で

名
の
方
々
に

79

御
来
場
い
た
だ
き

「
子
供
の
頃
を
鮮
明

、

に
思
い
出
し
た

「
白
黒
フ
ィ
ル
ム
が

。
」

と
て
も
新
鮮
に
感
じ
た

「
貴
重
な
映

。
」

像
ば
か
り
だ
っ
た

「
こ
れ
か
ら
も
続

。
」

け
て
ほ
し
い
。
楽
し
み
に
し
て
い
る

」。

等
、
様
々
な
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
今
後
の
「
県
政
映
画
上
映

会
」
の
運
営
や
編
集
構
成
に
反
映
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

【
赤
塚

由
次
】
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令
和
６
年
７
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け

て
、
公
文
書
館
職
員
２
名
、
広
報
広
聴
課

職
員
１
名
の
３
名
で
、
神
奈
川
県
立
公
文

書
館
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
国

立
公
文
書
館
を
視
察
し
ま
し
た

視
察
の
目
的
は
、
電
子
公
文
書
に
対
応

す
る
公
文
書
館
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い

て
で
す
。

秋
田
県
で
も
令
和
３
年
度
か
ら
電
子
公

文
書
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
電
子
公

文
書
が
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
電
子
公
文
書
へ
の
対
応
が
可
能
な
シ

ス
テ
ム
構
築
が
必
須
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
併
せ
て
、
現
行
の
公
文
書
館
シ
ス
テ

ム
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
も
解
消
で
き
る

も
の
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。現

行
の
公
文
書
館
シ
ス
テ
ム
は
、
電
子

公
文
書
へ
の
対
応
が
で
き
な
い
、
と
い
っ

た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
と
接
続
さ
れ
て
い
な
い
、
資
料
の
目
録

や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開
し
て
い
な
い
、
画

像
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
い
な
い
、
と
い
っ

た
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
（
導
入

当
時
の
目
的
は
簿
冊
の
内
部
管
理
で
、
公

開
や
デ
ー
タ
保
存
ま
で
は
意
識
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た

。）

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
管
轄
す
る
広
報

広
聴
課
と
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
と
公
文
書
館
シ
ス
テ
ム
と

を
一
体
化
し
た
シ
ス
テ
ム
に
し
、
公
開
は

図
書
館
運
営
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を

利
用
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
で
き
ま
し

た
。し

か
し
、
視
察
に
お
い
て
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
と
公
文
書
館
シ
ス
テ
ム
と
の
一

体
化
は
無
理
が
あ
る
こ
と
、
既
存
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
階
層
検
索
が
で
き

な
い
こ
と
等
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て
結
論
的
に
は
、
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
と
公
文
書
館
シ
ス
テ
ム
と

は
、
別
個
の
も
の
と
し
、
シ
ス
テ
ム
間
の

デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
手
作
業
を
介
せ
ず

自
動
で
行
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
公
開

用
シ
ス
テ
ム
は
、
既
存
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
を
利
用
す
る
の
を
や
め
、
ク
ラ
ウ

ド
上
に
、
階
層
検
索
も
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

も
可
能
な
自
前
の
も
の
を
構
築
し
、
画
像

も
そ
こ
で
保
存
す
る
、
と
い
う
方
針
に
し

ま
し
た
。

次
の
公
文
書
館
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
予
定

は
令
和
９
年
度
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
に
と
っ
て
も
使
い
勝
手
が
よ
い
も

の
を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
堤

明
彦
】

公
文
書
館
に
は
、
毎
年
度
各
課
所
か
ら

公
文
書
が
移
管
さ
れ
ま
す
。
担
当
課
所
で

保
存
年
限
を
過
ぎ
た
も
の
や
、
永
年
保
存

で
役
目
を
終
え
た
も
の
な
ど
様
々
で
す
。

全
て
を
保
存
し
て
い
て
は
書
庫
が
パ
ン

ク
し
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
中
か
ら
歴
史

的
に
重
要
な
も
の
、
将
来
振
り
返
っ
た
と

き
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
公
文
書
を
選

ん
で
保
存
し
ま
す
。
こ
の
評
価
選
別
は
、

公
文
書
館
の
全
職
員
で
選
別
し
ま
す
。
評

価
は
職
員
間
で
割
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ

の
時
は
館
長
を
は
じ
め
全
体
で
検
討
し
、

結
論
を
出
し
ま
す
。

可
能
な
限
り
、
将
来
有
益
な
公
文
書
を

残
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す

【
中
田
暁
】

。

県
政
映
画
上
映
会
で
使
用
さ

れ
た
県
政
ニ
ュ
ー
ス
等
の
映
像

資
料
は
、
閲
覧
室
で
常
時
上
映

し
て
い
る
も
の
の
他
に
、
個
別

に
視
聴
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
紙
の
目

録
か
検
索
シ
ス
テ
ム
か
ら
目
当
て
の
タ
イ

ト
ル
を
探
し
出
し
、
閲
覧
申
請
書
を
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
閲
覧
室

の
専
用
ブ
ー
ス
で
視
聴
で
き
ま
す
。
古
い

も
の
は
昭
和

年
代
か
ら
、
時
間
は
１
本

30

あ
た
り

～

分
で
す
。

10

30

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
中
）

47 6公文書館だより第 号

先
進
地
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

当
館
Ｘ
は
こ
ち
ら

か
ら
ど
う
ぞ
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